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【背景と目的】ゲノムプロジェクトの進展により、多くの高等生物のゲノム中

に生理条件下で特定の立体構造を持たない「天然変性タンパク質(Intrinsically 

Disordered Proteins, IDPs)」が見だされた。これまでに、IDP のアミノ酸配列に

よらない共通の分子機能として、フライキャスティングメカニズムや「フォール

ディングに協調した分子間結合」という機構が提唱されている。一方、植物のス

トレスタンパク質LEAの一つdehydrinで、酵素の凍結保護に関わるコア配列がIDP

であることが、最近になって明らかにされた。そこで今回演者らは、全ての IDP

が、配列に依らずに凍結保護活性を有するという仮説を立て、検証を試みた。 

【実験】IDP 試料は、自己切断プロテアーゼ N(pro)融合発現系を用いた大腸菌

で発現させた。本研究で用いた IDP は、ヒトゲノムデータベース HPRD から一定の

条件（タンパク質全長もしくはドメインが 50 アミノ酸残基以下である等）を満た

す遺伝子産物を IDP プログラム POODLE を用いて探索し、そのうち任意に選んだ 5

種類を試料とした。また、凍結によって活性が低下する乳酸脱水素酵素（LDH）お

よびもう一種類のモデル酵素、および酵素以外のモデルタンパク質に対する凍結

保護の活性を評価した。更に LDH については凍結乾燥保護活性を調べた。 

 【結果・考察】凍結融解において、5 種類全ての IDP が LDH および他のモデルタ

ンパク質に対する凍結保護作用を示し、さらに陽性対照として用いた BSA よりも

低い濃度でより高い凍結保護作用を示した。凍結乾燥においても、5 種類全ての

IDP が保護作用を示した。以上の結果より、凍結保護作用はアミノ酸配列によらな

い IDP に共通の性質である可能性が示された。この発見は、IDP を用いる新規のペ

プチド性の凍結保護剤の開発につながると考える。 


